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研究成果概要 
	 今年度は、ミューニュートリノ(νµ)がステライルニュートリノ(νs)への振動解析につい
ての報告を行う。多くのニュートリノ実験結果から 3世代間のニュートリノ振動理論が
支持されているが、一部ではそれで説明できない実験結果が報告されており、νsが存在

する可能性が議論されている。今回、T2K 実験において νs の質量スケールが軽い

(Δm241<3x10-3eV2)場合についての探索を行った。 
	 振動解析には、荷電カレント相互

作用によるミューニュートリノ νµ

事象、νe事象の他、νsには感度がな

い中性カレント事象を T2K 実験で
初めて解析に取り入れ感度向上を

行った。2017年 5月までの RUN1-
8 のニュートリノビームデータを用
いた振動解析で、図 1で示される質
量自乗差と混合角のパラメータ空

間での制限が得られた。この結果は

Physics Review D Rapid 
communication に掲載予定であ
る。 
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図 1：T2K実験で得られたステライルニュートリノ振

動のパラメータ制限領域。太字の青（赤）線より右側

の領域が今回の解析で制限された。 
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